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研究成果の概要（和文）：従来，ディスカッション練習などの協調学習型の実習活動は，構造化されたデータと
して授業中に記述されず，客観的なデータに基づいて，学習者が振り返りを行ったり，教師が実習結果の評価を
することは困難だった。本研究では，学習者が活動をリアルタイムに観察し，結果を映像データと同期する二つ
のシステム（ビデオアノテーションシステム），および，システムを導入するための三つの教育プログラムを開
発した。さらに，これらのシステムと教育プログラムが，３回のディスカション練習（１大学，２ワークショッ
プ），１回のプレゼンテーション練習（１大学）で実践可能であることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Processes of collaborative educational activities like discussion exercises 
have not been described as structured data during class. So it is hard for learners to reflect on 
their activities, and for teachers to evaluate them based on objective data. In this study, we 
develop (a) two types of video annotation systems that allow learners to observe activities in 
real-time and to synchronize the result of the observation with the recorded activities; (b) three 
educational programs to introduce the systems in classes. We confirmed that the systems and the 
educational programs could be applied to three discussion exercises (a class in a university and two
 workshops) and a presentation exercise (a class in a university).

研究分野： 教育工学，自然言語処理

キーワード： 協調学習　ディスカッション　教育支援システム　フィッシュボウル

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
協調学習は，理論的枠組み（三宅 2007）

や実践技法（Barkley2009）の整備が進み，
話し合いに基づく問題解決型の授業（森本ら
2012）や言語教育（池田ら 2007）など，さ
まざまな教育現場で実践されている。その一
方で，学習者間の対話は実践中に構造化され
ず，実践後に別途人手で構造化し，対話分析
研究などに利用されるのが一般的である。そ
のため，学習者本人が実践中に対話分析結果
のフィードバックを受けたり，振り返り活動
で対話データを効率的に利用したりするこ
とができず，協調学習の能力を向上させてい
く上で，大きな問題となっている。この問題
の解決には，構造化された対話データを実践
中に収集できる手法の確立が必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，協調学習における対話過

程を，構造化したデータとして即時的に記述
する手法を確立することである。本研究では，
学習者による対話データへのアノテーショ
ンを導入し，対話データを構造化する。具体
的には，(1) 学習者のアノテーションを支援
するシステムを開発する，(2)アノテーション
すること自体が教育上有効となるような教
育プログラムを開発する，(3)大学の議論教育
で教育プログラムを実践し，効果を検証する。
本研究を行うことにより，対話データに基づ
いた評価・指導の基盤を確立することができ
る。 
 
３．研究の方法 
(1)議論教育プログラムの設計(2014) 
分担者（２名）が担当している授業にアノ

テーション支援システムを導入するための，
２種類の教育プログラムを作成する。 
 
①「気づき支援型」：フィッシュボウル型の
練習をとおして，グループ・ディスカッショ
ンの方法を学ぶ。具体的には，討論者として
議論に参加するだけでなく，他人の議論を観
察する。また，振り返り活動で自他の議論を
評価する。このプログラムでは，学習者の自
発性を重視し，活動をとおして，気づきを得
られるよう支援する。 
 
②「ルール提示型」：協調学習時のグループ
での話し合いの方法を学ぶ。教師が指定した
ルールに則って話し合いを行い，本人が収録
結果（音声）を聞きながら，ルールの観点か
ら自己評価する。 
 
(2)アノテーション支援システムの設計とプ
ロトタイプシステムの実現(2014-2015) 
(1)で設計したことに基づき，アノテーシ

ョン支援システムが次の三つの状況で動作
するよう設計し，プロトタイプシステムを実
現した。具体的には，(a)ディスカッション
を録音しつつ，リアルタイムでアノテーショ

ンする，(b)別機器で録画しながらリアルタ
イムでアノテーションする，(c)動画ファイ
ルを再生しつつ，その内容に対してアノテー
ションする，という状況で使用することがで
きる。 
ディスカッション中のイベントへのアノ

テーションは，「発話者」「発話時間」「発話
へのラベル」「自由記述コメント」といった
簡単なものとし，後述の試行や実践の結果を
受けて，詳細化を図った。 
 
(3)議論教育プログラムとアノテーション支
援システムの試行実験(2015) 
(2)で作成したアノテーション支援システ

ムのプロトタイプを用いて，「気づき支援型」
「ルール提示型」の実践を想定した，２種類
の試行実験を行った。 
 
①「気づき支援型」に対する試行では，グル
ープ・ディスカッションに対するアノテーシ
ョンの被験者実験を行った。この実験では，
ディスカッションを収録したビデオに対し
て，リアルタイムアノテーションとプレイバ
ックアノテーション（ビデオを何回も見直す
ことを許す）を実行し，（ａ）ツールを用い
たリアルタイムアノテーションの実施可能
性の検証，（ｂ）リアルタイムアノテーショ
ンとプレイバックアノテーションの特性の
把握，および，比較分析を行った。 
 
②「ルール提示型」については，大学のグル
ープ・ディスカッションの授業で収集したデ
ィスカッション（音声）に対して，教師（研
究分担者）がアノテーション支援システムを
用いてアノテーションを行い，授業での導入
方法を検討した。 
 
(4)議論教育プログラムの実践と検証(2016) 
昨年度までに開発した「気づき支援型」「ル

ール提示型」の教育プログラムを教育現場
（はこだて未来大，南山大）で実践し，アノ
テーション支援システム，および，教育プロ
グラムが実際にうまく機能するか検証した。 
 
４．研究成果 
(1) 主な研究成果 
① ビ デ オ ア ノ テ ー シ ョ ン シ ス テ ム
FishWatchr 
 FishWatchr は，ディスカッション練習など
の実習活動の観察するための，ビデオアノテ
ーションシステムである。リアルタイムで進
行する活動に対するアノテーションのほか
に，活動を収録したビデオに対するアノテー
ションを行うことができる。リアルタイムで
アノテーションした結果は，同時に収録した
ビデオと同期することが可能である。アノテ
ーション操作は，システム利用の学習コスト
が少なくなるよう，実習活動のリアルタイム
での観察に特化して設計した。 
以上のアノテーション機能のほかに，複数



の学習者のアノテーション結果を合併し，グ
ループでの振り返り活動を支援する機能を
持つ。 
なお，FishWatchr は，Web 上で一般に公開

している。 
 
② 教育プログラム 
４タイプの教育プログラムを作成した。ル

ール提示型Ａを除き，アノテーション支援シ
ステムを使用して，学習者自身がディスカッ
ション練習などの活動を観察し，グループで
振り返りを行う。練習活動データの構造化は
学習者が観察時のアノテーションとして実
施し，その結果は振り返りで用いられる。 
 
・気づき支援型Ａ：研究方法(1)①に基づい
た教育プログラムである。フィッシュボウル
型のディスカッション練習を学生自らスマ
ートホンなどで撮影し，アノテーション支援
システム FishWatchr で観察・振り返りを行
う。検証は，はこだて未来大学のディスカッ
ション教育関連の集中講義の一環として実
施した。 
 
・気づき支援型Ｂ：既存のディスカッション
練習のビデオに対してアノテーションし，グ
ループでの振り返りを行う方法である。この
プログラムは，ディスカッション練習を行う
前の準備として利用することを想定してい
る。 
今回は教育現場での実践は行わなかった

が，教育的な立場からシステム設計へのフィ
ードバックの収集を行うため，主として教育
関係者（合計４０名）を対象に２回のワーク
ショップ（東京大学，北海道大学）を開催し，
教育プログラムを検証した。 
 
・ルール提示型Ａ：研究方法(1)②では，収
録した話し合いを本人が観察・評価する計画
となっていた。しかし，学習者のコンピュー
タリテラシ，実践時間の問題から，学習者自
身の観察・評価は困難であった。そのため，
練習の収録結果を教師が FishWatchr で観
察・アノテーションし，学習者にフィードバ
ックするよう変更した。実践は，南山大学に
おける話し合い練習の授業で行った。 
 
・ルール提示型Ｂ：Ａの結果を受けて，話し
合いの練習ではなく，プレゼンテーション練
習用の教育プログラムを開発し，実践した。
プレゼンテーションに関する講義を受けた
のち練習を行うため，ここではルール提示型
とした。 
このプログラムでは，発表役の学習者の練

習を，残りの学習者全員でリアルタイムに観
察し，その結果をもとに，教師が学習者にフ
ィードバックする。なお，多数の学習者が同
時にアノテーションし，それを教師が取りま
とめる必要があるため，（当初の計画にはな
かった，後述の）FishWatchr Mini を開発し，

リアルタイムのアノテーション時に使用し
た。検証は，南山大学のプレゼンテーション
練習の授業で行った。 
 
③ FishWatchr Mini 
 このシステムは，ボタン押印のみのアノテ
ーションに機能を限定した，スマートホン版
の FishWatchr である。HTML5+Javascript で
記述された Web アプリケーションであり，研
究代表者のWebサーバにアクセスすれば利用
できる。複数の学習者のアノテーション結果
は Web サーバ上で合併される。教師は合併結
果と収録したビデオを FishWatchr にインポ
ートし，アノテーションが集中するところな
どを学習者全員に示しつつ，注目点や問題点
などをフィードバックすることができる。 
なお，FishWatchr Mini についても，Web

上で一般に公開している。 
 
(2) 研究成果の位置づけとインパクト 
 (1)で示した研修成果を用いれば，協調学
習型の実習活動の観察結果を映像データと
関連付けて記述し，振り返りを行うことが可
能になる。これにより，例えば，従来困難だ
った次の事柄を実現できる。 
 
①従来は記憶やメモに頼っていた振り返り
活動を，映像データおよびそのアノテーショ
ン結果に基づいて行うことができる。 
 
②教師が学習者の実習活動を実データに基
づいて評価できるようになるとともに，全体
的な傾向などを迅速に把握することが可能
になる。 
 
以上の結果から，本研究の成果は，対話デ

ータに基づいた評価・指導の基盤になるもの
と位置づけることができる。成果の適用範囲
は，研究当初対象としていた，大学における
ディスカッション教育だけでなく，プレゼン
テーション練習，模擬授業，（日本語教育に
おける）会話練習，ロールプレイなど，広範
囲の実習活動に広げることが可能である。 
 
(3) 今後の展望 
 現時点では，教育プログラムとアノテーシ
ョン支援システムが実際の教育現場で運用
できるか検証できたところである。現在，教
育的な面からの評価を行っており，今後，そ
の結果を発表していく予定である。 
また，今回対象とした教育活動を大局的な

面から見ると，観察と振り返りに基づく実践
的な活動は，Kolb(1984)の経験学習の枠組み
の一部として考えることができる。今後の研
究では，振り返り結果を次回の練習に生かし
て，経験学習のサイクルを実現できるような
研究に発展させていく。 
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